
農業大学校等における特別支援学校を対象とした取組や相談の可否などをとりまとめた一覧を作成しました。

①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①可／不可
②相談可能な具体的な取組

の内容
①可／不可

②相談可能な具体的な取組
の内容

1 北海道立農業大学校
北海道中川郡本別
町西仙美里25番地
1

教務部教務課教務係 0156-24-2122 ○

授業名：アグリライフ論
内容：農福連携実施者の視察
時期：5月上旬（1回）
対象：畑作園芸経営学科1年
生履修者

授業名：特別講義
内容：農福連携の取組に係る
講義
時期：10月下旬（1回）
対象：全学生

× ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

2 青森県営農大学校
青森県上北郡七戸
町字大沢48-8

教務研修課 0176-62-3111 ○

授業名：農政時事
内容：農福連携に関する基礎
（講義）、農福連携取組事例紹
介（現場見学）
回数：全15校時のうち、４校
時分で実施
時期：10月
対象：２年生

× ― × ― × ― 可 相談内容次第で検討 可 相談内容次第で検討 × ―

3 岩手県立農業大学校
岩手県胆沢郡金ケ
崎町六原蟹子沢14

教育部　研修科 0197-43-2211 × ― × ― × ― × ― 可
農業機械研修や花きふれあ
い研修などの一般県民向け
研修の受講など

可

①見学の受け入れ
②農業体験研修（園児・児童
コース）に準じた形
で検討可能

× ―

4 宮城県農業大学校
宮城県名取市高館
東金剛寺１

教務部 0223-83-8138 × ― × ― × ― × ― 可
内容：栽培技術に関する相談
対応
時期：随時

可
内容：進路選択のための進路
ガイダンスの実施
時期：随時

× ―

5
東北農林専門職大学
附属農林大学校

山形県新庄市大字
角沢1366

調整担当 0233-22-1528 ○

授業名：農林業生産とSDGｓ
内容：県内の農福連携の取組
み紹介等
回数：１回
時期：１２月頃
対象：１学年（４５名）

○

授業名：山形県立新庄養護学
校の実習受入れ
内容：農産物の収穫・選別、肉
用牛への給餌、木工
回数：７回
時期：７・９・１０・１・２月
対象：全学年

× ― ○
山形県立新庄養護学校の実
習受入れを実施（詳細は１．
（２）②に記載）

不可 ― 可
農産物の収穫・選別、肉用牛
のブラッシング、木材加工等
の実習の受入れ

× ―

6
福島県農業総合セン
ター農業短期大学校

福島県西白河郡矢
吹町一本木446番
地1

教務管理 0248-42-4113 × ― × ― × ― × ― 可
栽培品目や栽培技術等に関
する助言指導

可
農畜産物の視察及び作業体
験など

× ―

7 茨城県立農業大学校
茨城県東茨城郡茨
城町長岡4070-
186

農業部研究科 0292-92-0719 ○

「経営組織論」という農業経
営においての組織づくりや人
的資源管理を学ぶ講座の1コ
マで農福連携に取り組む農業
法人の事例について講義を
受けている。対象は研究科1
年生。

× ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

8 栃木県農業大学校
栃木県宇都宮市上
籠谷町１１４５－１

教務部 0286-67-0713 × ― × ― × ― × ― 可 農作業の見学等 可 実施可能な取組について 〇

農業を実施している福祉事業
所の見学（Ｒ７）、行事に際し
ての手土産品の福祉事業所
への加工委託（Ｒ７）

9 群馬県立農林大学校
群馬県高崎市箕郷
町西明屋1005

教務係 0273-71-3244 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

10 埼玉県農業大学校 埼玉県熊谷市 入試・教務調整担当 0485-01-6845 ○

授業名：農業と地域社会との
連携ゼミ
内容等：２年次選択授業のゼ
ミナールにおいて、農福連携
を行っている企業を訪れ、農
福連携事例の実態について
講義を受け意見交換を行った
回数：１回

× ― × ― × ― 可
具体的な取組は無い。 相談
があれば対応を検討する。

不可 × ―

11 千葉県立農業大学校
千葉県東金市家之
子1059

農学科 0475-52-5122 ○

講義名：園芸療法論
内容：農福連携に関する基礎
回数：15回のうち8回
時期：9月から１月
対象：農学科２年生

× ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― 〇
キャリア教育の一環で福祉事
業所へ職場見学として視察を
実施した。

12
神奈川県立かながわ
農業アカデミー

神奈川県海老名市
杉久保北5-1-1

就農企業参入課 0462-38-5274 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― 〇

農福連携事業を実施すること
を考えている障害福祉関係
職員を対象とした農業体験研
修を年に1回実施している。

13 新潟県農業大学校
新潟県新潟市西蒲
区巻甲

教育科 0256-72-0133 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

４．左記以外で農福連携に関する取組を実
施【令和７年度実績（予定を含む）】

①有無 ②具体的な内容

※農業大学校等に聞き取りの上作成
※作成：令和８年３月

３．特別支援学校を対象とした取組に関する相談

（１）特別支援学校の教員を対象
※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

１．農福連携に関する授業を実施【令和７年度実績（予定を含む）】

農業大学校等における農福連携に関する取組一覧表

番号 学校名 住所 担当部署 電話番号

２．特別支援学校を対象とした取組【令和７年度実績（予定を含む）】

（１）農業大学校の学生を対象 （２）農業大学校の学生以外を対象
（１）特別支援学校の教員を対象

※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象



農業大学校等における特別支援学校を対象とした取組や相談の可否などをとりまとめた一覧を作成しました。

①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①可／不可
②相談可能な具体的な取組

の内容
①可／不可

②相談可能な具体的な取組
の内容

４．左記以外で農福連携に関する取組を実
施【令和７年度実績（予定を含む）】

①有無 ②具体的な内容

※農業大学校等に聞き取りの上作成
※作成：令和８年３月

３．特別支援学校を対象とした取組に関する相談

（１）特別支援学校の教員を対象
※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

１．農福連携に関する授業を実施【令和７年度実績（予定を含む）】

農業大学校等における農福連携に関する取組一覧表

番号 学校名 住所 担当部署 電話番号

２．特別支援学校を対象とした取組【令和７年度実績（予定を含む）】

（１）農業大学校の学生を対象 （２）農業大学校の学生以外を対象
（１）特別支援学校の教員を対象

※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

14
専門学校 山梨県立農
林大学校

山梨県北杜市長坂
町長坂上条3251

教務課　研修課 0551ｰ32ｰ2269 × ― ○

授業名：就農トレーニング塾
（平日（１日）コース）
内容：果樹または野菜の栽培
実習
回数：果樹・野菜それぞれ１０
回(１０日)のうち２回まで受
講可
時期：果樹・野菜とも６～１１
月にかけて１０回実施（２回ま
で受講可）
対象：:研修対象者の中に「農
福連携の実施者又は実施し
ようとする福祉施設の職員と
その施設利用者（原則、施設
職員が同行）」も規定（令和７
年度は該当者の受講なし）。

× ― × ― 可 学校見学、実習体験など 可 学校見学、実習体験など × ―

15 長野県農業大学校
長野県長野市松代
町大室3700

教務 0262-78-9437 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

16 岐阜県農業大学校
岐阜県可児市坂戸
９３８

教務課 0574-62-1226 ○
「農業事情」の講義の中で農
福連携の概要について説明。
１学年を対象に４，５月に実施

× ― ○

講座名：農福連携栽培技術基
礎講座
内容：播種から収穫までの作
業体験、栽培に関する基礎知
識
回数：年１０回（４～１１月）
対象：県内の福祉関係事業所
で支援等職員として働く者

× ― 可
栽培に関する問い合わせに
対する対応

不可 ― × ―

17
静岡県立農林環境専
門職大学短期大学部

静岡県磐田市富丘
６７８－１

教務課 0538-31-7906 ○

授業名：静岡学
内容：静岡県内のトップラン
ナーを招聘して講話を聞く授
業で、農福連携を実現してい
る農業者の回がある。
回数：春期１コマ
対象：短大１年生全員

× ― × ― × ― 可

同地開設している農林環境
専門職大学生産環境経営学
部を含めた教員の中には、農
福連携を研究対象としている
ことから相談は可能である。
ただし、具体的な内容につい
ては、教員それぞれあり、確
認が取れていない。

可

同地開設している農林環境
専門職大学生産環境経営学
部を含めた教員の中には、農
福連携を研究対象としている
ことから相談は可能である。
ただし、具体的な内容につい
ては、教員それぞれあり、確
認が取れていない。

× ―

18 愛知県立農業大学校
愛知県岡崎市美合
町並松１－２

企画研修部就農企画科 0564-51-1034 × ― × ― × ― ○

研修名：農業体験学習
内容：校内見学
回数：１回
時期：通年
対象：特別支援学校の生徒

可 相談内容次第で検討 可
見学の受入れ、農作業体験の
実施

〇 農福連携支援研修を実施

19 三重県農業大学校
松阪市嬉野川北町
５３０

教務課 0598-42-1260 ○

専門選択科目「農業と福祉」
内容：農福連携に関する講義
および事業所見学
回数：８コマ
時期：１２月～２月
対象：１年生、一年課程

× ― × ― × ― 可
農業の生産技術に関する助
言

可 実習の指導、見学の受け入れ × ―

20 滋賀県立農業大学校
滋賀県近江八幡市
安土町大中503

滋賀県みらいの農業振興
課

0775-28-3847 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

21 京都府立農業大学校
京都府綾部市位田
町桧前30

京都府立農業大学校 0773-48-0321 × ― × ― × ― × ― 可 相談内容次第で検討 可 相談内容次第で検討 × ―

22
（地独）大阪府立環境
農林水産総合研究所
農業大学校

羽曳野市尺度４４２
（地独）大阪府立環境農林
水産総合研究所企画部、
食と農の研究部

0729-79-7070 × ― × ― × ― 〇

研究所で生徒のブドウ栽培実
習受け入れ
研究員による生徒の農家実
習の指導支援

可 相談内容次第で検討 可 相談内容次第で検討 〇

大阪公立大学と連携し、障が
い者に適したブドウ栽培技術
の研究
農福連携技術支援者育成研
修のうち、実習及び一部事務
を担当

23 兵庫県立農業大学校
兵庫県加西市常吉
町１２５６－４

副校長 0790-47-2441 ○

農福連携を実践している農業
者にご来校いただき、講師と
して１コマ９０分、取組事例を
紹介していただいた。

× ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―

24
奈良県立なら食と農
の魅力創造国際大学
校

奈良県桜井市池之
内130-1

アグリマネジメント学科 0744-47-3430 ○

授業名：農業経営ビジョンⅡ
内容：農福連携の取り組み
回数：全6回のうち1回(90
分1コマ）
時期：11月
対象：1年生20名

× ― × ― × ― 可 農業技術指導に関する支援 可 農業技術指導に関する支援 × ―

25 和歌山県農林大学校
和歌山県伊都郡か
つらぎ町中飯降
422

和歌山県農林大学校 0736-22-2203 × ― × ― × ― × ― 可 相談内容により検討 可 圃場見学の受け入れ × ―

26 鳥取県立農業大学校
鳥取県　倉吉市　関
金町　大鳥居１２３
８

教育研修担当 0858-45-2411 × ― × ― × ― × ― 可
農業に関わる取組み（農業体
験等）

可
農業に関わる取組み（農業体
験等）

× ―

27 島根県立農林大学校
島根県大田市波根
町９７０－１

農業教育部 0854-85-7012 × ― × ― ○

研修名：しまねの農林業体験
教育研修
内容：農林業の実習体験
回数：8月に2日間
対象：中高２年目の教員

× ― 可
・特別集中講義への参加
・各専攻（作物、野菜、果樹、
肉用牛）の実習への参加

可
各専攻（作物、野菜、果樹、肉
用牛）の実習への参加

× ―

28
岡山県農林水産総合
センター農業大学校

岡山県赤磐市東窪
田157

教務課 0869-55-0550 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― × ―
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①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①可／不可
②相談可能な具体的な取組

の内容
①可／不可

②相談可能な具体的な取組
の内容

４．左記以外で農福連携に関する取組を実
施【令和７年度実績（予定を含む）】

①有無 ②具体的な内容

※農業大学校等に聞き取りの上作成
※作成：令和８年３月

３．特別支援学校を対象とした取組に関する相談

（１）特別支援学校の教員を対象
※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

１．農福連携に関する授業を実施【令和７年度実績（予定を含む）】

農業大学校等における農福連携に関する取組一覧表

番号 学校名 住所 担当部署 電話番号

２．特別支援学校を対象とした取組【令和７年度実績（予定を含む）】

（１）農業大学校の学生を対象 （２）農業大学校の学生以外を対象
（１）特別支援学校の教員を対象

※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

29
公益財団法人　中国四
国酪農大学校

岡山県真庭市蒜山
西茅部６３２

岡山県庁農林水産部畜産
課

0862-26-7428 × ― × ― × ― ○

内容：酪農の理解醸成・施設
の見学及び搾乳体験
回数：1回
時期：通年
対象：誕生寺支援学校

可
酪農及び肉用牛に関する技
術的な助言

可 見学の受け入れ × ―

30
広島県立農業技術大
学校

広島県庄原市是松
町５５－１

教務課 0824-72-0094 × ― × ― × ― × ― 可
学校見学の受け入れ（要相
談）

可
学校見学の受け入れ（要相
談）

× ―

31 山口県立農業大学校
山口県防府市牟礼
１０３１８

教務課 0835-38-0510 × ― × ― × ― × ― 可
特別支援学校に関わらず、相
談内容により検討しているの
で、同様の対応となる。

可
職場体験やガイダンス等であ
れば可（内容による）

〇
社会人向けの研修（担い手養
成研修）で福祉事業所の職員
も受講可能としている

32
徳島県立農林水産総
合技術支援センター農
業大学校

徳島県名西郡石井
町石井字石井１６６
０

徳+F38:J41島県農林水
産部徳島県立農林水産総
合技術支援センター経営
推進課

0886-21-2429 ○

授業名：農業政策「農福連携
に関する県の取組」
内容：
・作業内容、件数、請負金額等
について
・取組方法（スタートアップ・
マッチング、広報活動、交流イ
ベントなど）
・連携に当たっての注意点
（障がい者への理解、バリアフ
リーなど）
回数：全１５回のうち1回
開催時期：１１月
対象人数：2年生２１名

× ― × ― × ― 可

本科以外に社会人を対象とし
た農業講座・実習があるた
め、こちらでの相談は可能で
ある。
また、教育委員会と連携した
農業教員の指導力向上研修
なども実施しており、農業高
校や特別支援学校の教員な
ど幅広く参加をいただいてい
る。

不可 ― 〇

授業名：経営戦略論
内容：
農福連携に取り組む県内農
家の取組事例
・経営概要、規模拡大に向け
たこれまでの取組
・農福連携の取組など
回数：全８回のうち1回
開催時期：６月
対象人数：2年次学生２１名

33 香川県立農業大学校
香川県仲多度郡琴
平町榎井34-3

教務課 0877-75-1141 ○

授業名：「農福連携」
内容：農福連携の現状と課題
についての講義及び取り組み
農業者への現地研修
回数：４回
時期：６～７月
対象：担い手養成科２年生

× ― × ― × ― 可 講義の聴講 不可 ― 〇

障害者施設が農作業の受託
を行う取り組みを支援するた
め、障害者施設の担当者を主
たる対象として、ニンニクの
定植研修を実施した。

34 愛媛県立農業大学校
愛媛県松山市下伊
台町１５５３番地

教務
0899-77-3261
(内線106)

○

授業名：実習
内容：サツマイモ栽培に関す
る知識と技術を学ぶ授業を
実施（植え付け・収穫）
回数：２回
時期：５～１０月
対象：１年・農産園芸コースの
学生、地元小学校（伊台小学
校）の生徒、福祉施設（清風
園）の入所者

○

講座名：農業革新挑戦塾（農
福連携）
内容：農福実践者からの事例
等を説明
回数、時期：８月22日（１回）
※年間13回のカリキュラム
の中の１つとして実施
対象：革新的な農業経営を目
指す者として決定した受講生
７名

× ― × ― 可
相談内容次第で検討（農業に
関する技術指導等）

可 相談内容次第で検討 × ―

35 高知県立農業大学校
高知県吾川郡いの
町波川234

高知県立農業大学校 0888-92-3000 × ― × ― × ― × ― 可 農作業体験の受入れ 可 相談内容次第で検討 〇

福祉事業所の農大祭への出
店協力。また、福祉イベントへ
の農大の出店。
土佐市、いの町の保健福祉担
当者の農作業体験の受入れ

36 福岡県農業大学校
福岡県筑紫野市大
字吉木７６７

教務部 0929-25-9129 ○

授業名：農業政策・農林統計
Ⅱ
内容：農福連携の概要と取り
組み状況を学ぶ授業
回数：１回
時期：７月
対象：２年生

× ― × ― × ― 可 相談内容次第で検討 可 相談内容次第で検討 〇

関係各課と連携して、障がい
福祉サービス事業所等を対
象に、農作業体験を年に６回
実施

37 佐賀県農業大学校
佐賀県佐賀市川副
町南里1088

農業大学校養成部 0952-45-2144 ○

授業名：農業政策（農福連携）
内容：農福連携の際に必要な
ことを考えるグループワー
ク、作業体験　など
回数：1回
時期：11月
対象：2年生

× ― × ― × ― 可 相談内容次第で検討 可 相談内容次第で検討 × ―

38 長崎県立農業大学校
長崎県諫早市小船
越町3171

副校長 0957-26-1016 × ― × ― × ― × ― 可
園芸学科及び畜産学科の実
習体験

可
園芸学科及び畜産学科の実
習体験

〇
農福連携技術支援者育成研
修のうち、実習を伴う科目で
の対応

39 熊本県立農業大学校
熊本県合志市栄
3805

教務課 0962-48-1188 × ― × ― × ― × ― 可
・農業に関する技術的助言
・その他相談内容次第で検討

可
・見学の受入れ
・その他相談内容次第で検討

× ―

40 大分県立農業大学校
大分県豊後大野市
三重町赤嶺2328
番地1

教務課 0974-22-7582 × ― × ― × ― × ― 可
施設見学や農業に関する技
術的な相談

可 学校施設の見学 × ―



農業大学校等における特別支援学校を対象とした取組や相談の可否などをとりまとめた一覧を作成しました。

①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①有無 ②具体的な内容 ①可／不可
②相談可能な具体的な取組

の内容
①可／不可

②相談可能な具体的な取組
の内容

４．左記以外で農福連携に関する取組を実
施【令和７年度実績（予定を含む）】

①有無 ②具体的な内容

※農業大学校等に聞き取りの上作成
※作成：令和８年３月

３．特別支援学校を対象とした取組に関する相談

（１）特別支援学校の教員を対象
※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

１．農福連携に関する授業を実施【令和７年度実績（予定を含む）】

農業大学校等における農福連携に関する取組一覧表

番号 学校名 住所 担当部署 電話番号

２．特別支援学校を対象とした取組【令和７年度実績（予定を含む）】

（１）農業大学校の学生を対象 （２）農業大学校の学生以外を対象
（１）特別支援学校の教員を対象

※特別支援学校の教員のみを対象とはしていない
が、特別支援学校の教員も参加可能なものも含む。

（２）特別支援学校の生徒を対象

41 宮崎県立農業大学校
宮崎県児湯郡高鍋
町大字持田５７３３

教務学生課 0983-23-0120 ○

授業名：アグリビジネス講座
内容：農福連携の現状と今後
の課題、県内における優良事
例について
回数：年間１～２回（２～４時
間）
時期：不定期（R7年度は、10
月開催）
対象：全学生（129名）および
一般農業者（R7年度は、県民
への公開講座の１メニューと
して実施）

○
授業名：アグリビジネス講座
（詳細は1（1）①と同様） × ― × ― 可

・本校の概要や取組・プロジェ
クト研究事例の紹介
・各学科（専攻）における実習
の見学および体験
・特別支援学校と連携した農
業生産の検討について　など

可

・本校の概要や取組・プロジェ
クト研究事例の紹介
・各学科（専攻）における実習
の見学および体験
・特別支援学校と連携した農
業生産の検討について　など

× ―

42
鹿児島県立農業大学
校

鹿児島県日置市吹
上町和田1800

教修部　教務指導課 0992-45-1071 ○

授業名：農福連携基礎（農副
連携の概要と取り組み事例
等）
回数：1回
時期：7月22日
対象：1年生

× ― × ― × ― 可
農作業（収穫・定植・管理作業
等）の研修・視察に係る相談

可
農作業（収穫・定植・管理作業
等）の体験に係る相談

× ―

43 沖縄県立農業大学校
沖縄県宜野座村字
松田2982-24

教修班 0989-23-2077 × ― × ― × ― × ― 不可 ― 不可 ― 〇

沖縄県農福連携技術支援者
育成研修事業の現場実習施
設として沖縄県立農業大学校
を利用する。
内容として農作業における作
業細分化・難易度評価・作業
割当ての技法、障害特性に対
応した農作業支援技法を実
践する。希望すれば農大学生
も受講可能であるが、農大の
単位とはなっていない。
対象は沖縄県内で農福連携
に携わっている方


